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事例番号 033 理想郷のまちづくり（茨城県日立市・塙山学区） 
 

1. 背景 
日立市は関東平野の北端に位置する人口 20 万人弱の、茨城県北部の中核都市である。「日

立」の名は、水戸光圀がこの地方を「日の立ち昇るところ領内一」と言ったことに由来すると言われ

ている。明治以降、日立鉱山（1905～）と日立製作所（1912～）により経済が発展した。特に 1939
年以降は両者の生産拡大により人口が著しく増加したが、太平洋戦争末期には軍需産業の拠点

の一つとして爆撃、艦砲射撃、焼夷弾攻撃を受け、市街地の約 7 割が焦土となった。このような悲

劇を二度と繰り返さないために、戦後 50 年にあたる 1995 年、市民の活動により「平和の鐘」が建

設された。 
戦後は常陸工業地帯の中心として、また、重要港湾である「日立港」を有する海上物流の拠点と

して経済が発展してきた。その経済の発展を背景に、1950 年に 13 万 2 千人だった人口は、1960
年に 17 万 2 千人、1970 年に 20 万 3 千人、1980 年に 21 万 5 千人と急増した（その後、1985 年

の 21 万 8 千人をピークに減少に転じた）。2004 年 11 月には市の北に位置する多賀郡十王町と

合併して新市に移行している。 
日立市では人口急増期に宅地開発が盛んに行われたが、ここで紹介する塙山学区もそのひと

つである。塙山学区は市内 23 の小学校区のひとつであるが、同学区は昭和 40 年代に入り住宅

団地が開発されたことから形成された地区である（現在の住民約 8、000 人）。日立市は 1971 年か

ら小学校区ごとにコミュニティ組織を設立してきたが、1979 年に塙山小学校が開校されたことから

翌年に「塙山学区住みよいまちをつくる会」が発足した。 
 

 
日立市位置図 （資料：日立市） 

 
2. 目標 

2006 年 3 月に策定された「日立市後期基本計画」（2006～2010 年度）では、まちづくりの目標を

「地域の力で拓く 人・まち 輝く 新生日立」としている。その下で取り組む重点施策は次の 7 つ

である。 
 
① 産業の振興 『まちの活力』 ／ ② 教育・文化の育成 『人づくり』 
③ 福祉と保健・医療の充実 『健やか』 ／ ④ 生活環境の向上 『安全・安心・快適』 
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⑤ 都市基盤の整備 『交流拡大』 ／ ⑥ 市民参加のまちづくり 『市民主体』 
⑦ 行財政改革の一層の推進 『地域経営』 

 
 

 
日立市の各学区の位置図 （資料：日立市コミュニティ推進協議会） 

（注） 「公民館」、「コミュニティセンター」、「ふれあいプラザ」の名称は 2006 年 4 月以降すべて「交流

センター」に改称されている（久慈川日立南交流センターは従前通り） 
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また、日立市は現在の日立市の都市像を「創造とふれあいの都市・日立」と表現しており、「創

造」「交流」「人間環境」の 3 つをまちづくりの理念としている。総じて日立市は「人」を視野の中心に

置いたまちづくりを展開していると言える。 
そのような日立市の中で、塙山学区は「「住んでよかった」と思えるハナトピア（塙山理想郷）づく

り」を目標に掲げ、2006 年度は以下の基本方針を設けている。 
 
① 「だれもが安全で安心して暮らせる」まちづくり 
② 「だれもがスポーツやレクリエーションが楽しめる」まちづくり 
③ 「たくましい塙山っ子を育てる」まちづくり 
④ 「花いっぱいで地球にやさしい」まちづくり 
⑤ 「地区、各種団体、学校と協働で創る」まちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
子どもたちが作った地図（部分） （資料：日立市塙山学区住みよいまちをつくる会） 
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塙山の住民が作ったコミュニティ・マップ （資料：日立市塙山学区住みよいまちをつくる会） 
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3. 取り組みの体制 
「塙山学区住みよいまちをつくる会」が中心組織である。 
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4. 具体策 
（1） 塙山コミュニティセンターの建設・運営 

住民と行政とが計画段階から協議を行って 1984 年に市内第一号のコミュニティセンター（「塙山

地域センター」）が建設された。施設の管理は市が住民による運営委員会に委託した（「塙山地域

センター」は 1987 年に「塙山コミュニティセンター」に名称変更されている）。 
 

 
塙山地区のイベントの様子 （資料：「塙山さんさん計画」） 
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（2） 塙山コミュニティプラン 
1989 年に「つくる会」が「塙山コミュニティプラン」を作成した。これは住民が独自に作成したもの

である。その改訂版として作成した「塙山さんさん計画」も、住民がアンケート、説明会、過去の事業

評価、調整等を自主的に行って作成した（1994 年）。その後「第 2 次さんさん計画（1999 年）」、

「第 3 次さんさん計画」（2005 年）へと引き継がれている。現在のコミュニティ・プランのテーマは「支

え・愛」「守り・愛」「ふれ・愛」「地球・愛」「育ち・愛」の 5 つの「愛」でまとめられている。 
 

 
コミュニティプラン（左上）、さんさん計画（右上）、第 2 次計画（左下）、第 3 次計画（右下） 
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（3） 会の活動 
日常的な防犯活動、地域福祉活動、青少年育成活動、環境美化活動、子供の居場所づくり、コ

ミュニティ紙の発行等を行っているほか、2006 年 5 月に総合型地域スポーツクラブ「塙山コミュニテ

ィクラブ」を設立した。また、以前から試行していた高齢者の移送サービス「ジャンボタクシー」を正

式にスタートした。 
 

 
塙山コミュニティクラブ設立記念植樹祭 常に子どもが一緒に活動している 

（写真提供：塙山学区住みよいまちをつくる会） 
 
 

（4） 活動資金 
住民の会費のほか、地域情報紙「住みよい塙山かわら版」の広告、会主催の祭り「さんさん祭り」

等の協賛金・広告等を活動資金としている（1994 年にコミュニティ基金「さんさん基金」を設けてい

る）。 
 

5. 特徴的手法 
コミュニティ・センターの開設、「コミュニティプラン」の作成など塙山がはじめたことが全市に広が

った経緯から見ても、塙山の取り組みは先駆的であったことがわかる。自分たちができる範囲内の

最大限の総合的なまちづくりに、組織的、機能的、科学的（事業評価等）に取り組んでいる住民組

織として、全国でもまれな例ではないかと思われる。 
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「住みよい塙山かわら版」（毎月発行、全世帯に配布） 
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「塙山ふくしかわら版」（毎月発行、70 歳以上の人がいる世帯 450 世帯に配布） 
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6. 課題 
財政基盤の強化と持続可能な体制づくりとが課題であると会では考えている。 
 

（参考・引用文献） 
塙山学区住みよいまちをつくる会ホームページ 
国土交通省都市地域整備局都市総合事業推進室監修『「元気なまちづくり」のすすめ』ぎょうせい、

2004 年 


